
 

事案名 奈良県内の事案 （奈良県２９－１） 

分類 ○ 廃棄・遺棄 

資料 ・『証言・昭和の戦争―告白的「航空化学戦」始末記』１９９２年

〔１〕 
資料内容概要 

 

 終戦直後、奈良県内の寺院の池に、毒ガス缶１０本が遺棄され

たとされる。 

 

○廃棄・遺棄情報 

・市民からの情報提供として、一般書籍に「昭和２０年８月１

６日、三方飛西部派遣隊が、奈良県内の寺院の池に毒ガス缶

１０本を捨てた」との記述がある〔１〕。 
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事案名 和歌山県内の事案 （和歌山県３０－１） 

分類 ○ 廃棄・遺棄 

○ 発見・被災・掃海等処理 

資料 ・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査について

平成１５年８月２９日〔１〕 
・化学室担当者ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の

況(14.6)」〔２〕 
資料内容概要 

 

 終戦直後、弾薬（毒ガス弾）入りと思われる木箱を和歌山県

の山中の防空壕に埋めたとの証言がある。 

 

○廃棄・遺棄情報 

・元軍人の証言によれば、「昭和２０年８月１５日から９月

日、大学箱（長さ６０ｃｍ×幅４０～４５ｃｍ、高さ３０

ｍ位の油を塗った木箱。中身は何か教えてもらえなかったが

弾薬（毒ガス弾）が入っていたと思った）を、第１中隊か

第４中隊の４中隊の憲兵で運び、山中の防空壕の中に埋めた

と記載されている〔１〕。 

 

○発見・被災･掃海等処理情報 

・昭和４６年２月１５日に、和歌山県内で毒ガス標本（アン

ル）６本が発見され、自衛隊によりコンクリート密封後、

中投棄された〔２〕。 
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事案名 岡山市の事案 （岡山県３３－１） 

分類 ○ 生産・保有 

○ 廃棄・遺棄 

○ 現在の状況 

資料 ・「瓦斯ニ関スル綴」〔１〕 
・「終戦時各補給廠ノ化学戦弾薬ノ状況」（作成主体、作成年月日

は不明）〔２〕 

・「化学戦弾薬及器材調査表」（作成主体、作成年月日は不明）〔３

・Intelligence Report on Japanese Chemical Warfare Volume Ⅳ

〔４〕 

・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査について

平成１５年１０月１４日〔５〕 

資料内容概要 

 

岡山県岡山市では、終戦時に広島陸軍兵器補給廠三軒屋填薬所

および広島陸軍兵器補給廠岡山分廠に、あか筒が保有されていた

とある。なお、三軒屋填薬所のあか筒は海没のため搬出され、岡

山分廠のあか筒は海没されたとある。 

 

○生産・保有情報 

・資料によれば、終戦時に広島陸軍兵器補給廠三軒屋填薬所に

は、９８式中あか筒２０３個、１００式発射あか筒１１０個

９８式小あか筒１００個、９８式発射あか筒３０個が保有さ

れていたと記載されている〔１〕〔２〕〔３〕〔４〕。 

・資料によれば、終戦時に広島陸軍兵器補給廠岡山分廠には、

中あか筒４個、小あか筒４個、発射あか筒４１個、きい剤容

器７０個が保有されていたと記載されている〔３〕。 

 

○廃棄・遺棄情報 

・資料によれば、昭和２０年１１月１８日から２４日までに、

海没のために広島陸軍兵器補給廠（三軒屋部隊）から中あか

筒１２４個、発射あか筒１１０個、９４式あか筒６０個を搬

出したと記載されている〔１〕。 

・資料によれば、昭和２０年１１月２５日から１２月１日まで

に、海没のため、広島陸軍兵器補給廠（三軒屋部隊）から小

あか筒１００個、中あか筒７９個、発射あか筒３０個を搬出

したと記載されている〔１〕。 

・資料によれば、広島陸軍兵器補給廠岡山分廠では、中あか筒

４個、小あか筒４個、発射あか筒４１個を海没（年不明１１

月１３日）と記載されている。〔１〕 

 

○現在の状況 

・ 広島陸軍兵器補給廠三軒屋填薬所は現在、陸上自衛隊三軒屋

駐屯地となっており、広島陸軍兵器補給廠岡山分廠は、大部

分が教育施設の敷地となっている。また周辺地域（三軒屋駐
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屯地及び教育施設の敷地境界から約１ｋｍの範囲）の水質調

査によると、有害物質は検出されていない〔５〕。 
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事案名 勝央町の事案 （岡山県３３―２） 

分類 ○廃棄・遺棄 
○現在の状況 
○その他 

資料 ・証言〔１〕 

・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査について

平成１５年１０月１４日〔２〕 

・「学校史」平成１３年〔３〕 

資料内容概要 熊本陸軍予備士官学校が岡山県の農学校へ疎開してきた際、同

時に移動してきた演習用イペリット及びルイサイトが、終戦直

後、岡山県勝間田の山中に廃棄されたとする証言がある。 
 
○廃棄・遺棄情報 

・ 元熊本陸軍予備士官学校学生の証言者として、「米軍が沖縄

に来攻した頃、熊本陸軍予備士官学校が岡山県の農学校へ

疎開した。その際に演習用のイペリット及びルイサイト各

１本（量は半分程度であった）も一緒に移動したが、そこ

で終戦を迎えたため、当地にて処分することとなった。役

場に相談し､水源地等を考慮して、岡山県勝間田の山中に穴

を２０ｍほど掘り､その中にドラム缶の口を下にして落と

し､上に大量の消毒薬（さらし粉のような形状のもの）を入

れた」としている〔１〕。 

・ 証言者の証言として、「岡山県勝間田の農学校へは熊本陸軍

予備士官学校に保有していたイペリットとルイサイトそれ

ぞれ１/２缶が移動したと思うが量は定かではない。終戦直

後、缶の処分のために将校が役場に相談しに行ったが、自

分は学生だったので直接接触していないので詳しいことは

わからない。廃棄した場所までは､車で約３０分くらいだっ

たと思う。地元の人間ではないので、農学校からの方角、

距離等詳しいことは分からないが、比較的なだらかな山の

中腹のようなところだったと思うがよく覚えていない。予

備士官学校の学生約２０名が１日がかりでかなり深い穴を

掘り､廃棄した。」としている〔１〕。 

 

○その他情報 

・ 昭和２０年７月に、熊本を焼け出されてきた熊本陸軍予備

士官学校が高校に疎開してきて校名も津山陸軍予備士官学
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校と改称し､本部を高校においた〔３〕。 

 

○現在の状況 

・岡山県が勝央町内の２ヵ所の井戸で行った水質汚濁防止法

に基づく水質測定の結果、有害物質は検出されていない。

また２ヵ所の浄水場では、年１回行われている水道水原水

の調査によると、有害物質は検出されていない〔２〕。 
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事案名 大久野島周辺海域の事案（広島県３４－１） 

分類 ○ 廃棄・遺棄 

○ 発見・被災・掃海等処理 

資料 ・「『旧軍毒ガス弾等』のフォローアップ調査について」平成１

年１０月２７日〔１〕 
・証言〔２〕 

・「旧軍の毒ガス弾等の調査状況」（作成年月日不明）〔３〕 

・「戦後における旧軍毒ガス弾等の発見､被害および処理状況に

いて」昭和４７年７月２０日〔４〕 

・「大久野島周辺海域に投棄された毒瓦斯等の処置について（

願）」昭和４６年２月２４日〔５〕 

・「広島県観光課情報収集調査」（昭和４４年）〔６〕 

・「大久野島周辺海域の毒瓦斯処理に付いて陳情書」昭和４４年

０月４日〔７〕 

・「大久野島毒物製造施設処理の記録」〔８〕 

・「民間会社社史」〔９〕 

・「毒ガス島の歴史」平成４年〔１０〕 

・タイトル・作成主体・作成年月日不明の大久野島の処理に関

る資料（不鮮明なタイプ印刷）〔１１〕 

・証言〔１２〕 

・証言〔１３〕 

・『毎日新聞』中部昭和３３年５月３０日夕刊〔１４〕 

・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」資料３の２〔１５〕

・「旧軍毒ガス弾等の調査について（報告）」昭和４７年７月１

日〔１６〕 

・『毎日新聞』昭和３３年５月３０日夕刊〔１７〕 

・「毒ガスボンベの処理について」昭和３９年１２月２４日〔１８

・「昭和４８年の『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアッ

調査について（回答）平成１５年８月２９日〔１９〕 

・「旧軍毒ガス弾等の調査について（回答）」昭和４７年７月１

日〔２０〕 

・『朝日新聞』昭和４５年１２月２３日〔２１〕 

・「旧軍ガス弾等の資料調査について（報告）」〔２２〕 

・「旧軍毒ガス弾等の調査について（回答）」昭和４７年７月１

日〔２３〕 

・『朝日新聞』大阪昭和４５年１２月２３日〔２４〕 

・「毒ガス弾等調査資料」昭和４７年６月５日〔２５〕 

・化学室担当者ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の

況(14.6)」〔２６〕 

水
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資料内容概要 

 

大久野島の東京第二陸軍造兵廠忠海兵器製造所では、毒ガス弾

等が製造されていた。終戦後、毒ガス弾等及び毒ガス弾製造施設

を解体したスクラップが大久野島周辺海域に投棄されており、以

降、同海域で発見及び被災が報告されている。昭和４４年には掃

海が行なわれている。 

 

○廃棄・遺棄情報 

・大久野島に人や荷物を運ぶ船に勤務していた人の証言として、

「終戦後まもなく、旧軍の依頼により、船長と弟の３人で、

荷物を運搬する船（約５０ｔ）により、ボンベ類を大久野島

から松島付近まで運搬し、投棄した」と記載されている〔１〕。

・元忠海製造所の機械工の証言によれば、「昭和２０年８月１８

日から約１週間の間に大久野島の青酸工室の設備を解体して

近くの海域に投棄した。また、当時、処理作業をしていた人

夫からボンベを近海に投棄したことを聞いた」と記載されて

いる〔２〕。 

・昭和２０年１０月から昭和２１年２月に、米軍の化学処理部

隊１３５名）によって毒ガス（内容不明）と青酸ソーダが大

久野島周辺海域へ投棄された〔３〕〔４〕。 

・漁協関係者の証言として､終戦後の占領軍の大久野島毒ガス処

理について､「液体は太平洋方面に運ばれましたがその他の化

学兵器は他所からも接収したものまで大久野島南西方面の一

番深い場所」に投棄した､終戦と共に大久野島から「毒ガスや

機械資材等」を海中投棄しているのを目撃し「カセイソーダ

入缶を何百屯も海中に投棄した時は大久野島周辺海域の海面

は真白くなる程魚が死んで浮いたこともありました」記載さ

れている〔５〕。 

・元大久野島消防士長は、大久野島に集積した毒物を土佐沖に

投棄するため船に積み込む際に（昭和２１年７月１４日から

同年１０月３１日）、毒ガス処理作業工員が、イペリットを小

船で忠海付近海域投棄した可能性があるとしている〔６〕。 

・漁協関係者は､終戦後の大久野島毒ガス処理の際に､「ボンベ､

金属製の筒等に入れた毒瓦斯や毒瓦斯製造機械器具容器等毒

物の付着した一切の物件」はすべて大久野島南西端を基点と

した北西から南西に向かう約４，０００ｍの扇型の海域に投

棄したと記載されている〔７〕。 

・昭和２１年１１月から昭和２２年５月にかけての大久野島の

第２次処理作業において、各装置設備を解体して発生したス

クラップが水深１５m以上の海中に投棄された〔８〕〔９〕〔１

０〕。 

・昭和２１年１１月から昭和２２年５月にかけての大久野島の

第２次処理作業において、催涙ガス１０ｔと汚毒機械５００

ｔが海洋投棄された〔１１〕。 
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○発見・被災・掃海等処理情報 

・昭和２６年４月に、大久野島の周辺でタコを捕まえていた男

性が、海に流れていたとみられる毒物により被災した。病院

による診察ではイペリットによる傷と診断されている〔５〕。

また、証言によれば､「被災者から昭和２５年頃に大久野島の

小島原周辺を歩いていたら毒物により足を被災したと聞い

た」と記載されている〔１２〕。 

・漁師の証言によると、「昭和３０年頃に、小久野島・松島・白

石で囲まれた海域で漁をしていたところ、小型のドラム缶が

網にかかったが、危険と思い中身を確かめないですぐに投棄

した」と記載されている〔１３〕。 

・昭和３３年５月２４日に、大久野島付近海域で漁民が海から

青酸ボンベ２本を引揚げた。同ボンベは廃品回収業に売られ、

作業場でこのうちの１本を解体したところ、ガスが流れ出し、

死亡１名、中傷９名、軽傷１８名の被害が出た。その後青酸

ボンベの残留ガスは民間の工場で処理された〔３〕〔１４〕

〔１５〕〔１６〕〔１７〕。 

・昭和３９年７月３１日に、瀬戸内海で操業中の漁船が海中か

ら毒ガスボンベ１本（旧陸軍の茶１号）を竹原市に陸揚げし

たが、同市では緊急処理を要するものと認め、警察を通じ陸

上自衛隊にその処理を依頼した。自衛隊では、とりあえず応

急措置を完了した〔１８〕。 

・昭和３９年８月１日に、民間人から購入した古鉄の中にあっ

た毒ガスボンベ１本を自衛隊が回収し、海中投棄した〔１９〕。

・昭和３９年８月２６日に、毒ガス入りボンベ１本が海中投棄

された〔１９〕。 

・昭和４３年５月１１日、大久野島で毒物ボンベ１本が発見さ

れ、１名が負傷した〔１５〕。 

・昭和４４年１１月１３日から昭和４４年１２月１８日に、大

久野島周辺海域を海上自衛隊が、水中カメラ音波探知機を使

用して海底を捜索するとともに、付近の水質海底の泥等検査

を２回に分けて行なったが、毒物ボンベ等は発見されなかっ

た〔２０〕。 

・昭和４５年１２月２２日に、大久野島近海で漁船が毒ガスボ

ンベ１個を引き上げ、漁民が負傷した。被災者数は資料によ

り２名から５名と記載されている〔３〕〔４〕〔２０〕〔２１〕

〔２２〕〔２３〕〔２４〕（「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告

（案）」によれば日付が２３日になっている〔１５〕）。別の資

料によると、昭和４５年１２月２３日から昭和４６年１月１

６日に、陸上自衛隊がコンクリートで密封して呉警まで輸送

し、呉警でさらにコンクリート及び鉄わくで補強し、同年６

月３０日に土佐沖に海中投棄された〔２２〕〔２５〕〔２６〕。

・昭和４６年２月８日に、竹原市内の漁業者が小型底曳船で操
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業中に，大久野島南西海域（松島付近）で青酸ガスボンベと

思われるものを引き揚げ、軽い中毒症状にかかった〔３〕〔２

３〕〔２５〕。ボンベの処理について、ボンベは運搬中に壊れ

ガスが放散されたので，竹原市が海中に投棄した〔２〕〔３〕。

なお、ボンベの中身はなかったとしている〔２３〕〔２５〕。 
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事案名 大久野島（竹原市）の事案 （広島県３４－２） 

分類 ○ 生産・保有 

○ 廃棄・遺棄 

○ 発見・被災・掃海等処理 

資料 ・『毎日新聞』大阪昭和４４年８月２６日〔１〕 

・『毎日新聞』昭和４４年８月２７日〔２〕 

・『朝日新聞』昭和４５年１月１４日〔３〕 

・『朝日新聞』昭和４７年５月２１日〔４〕 

・『朝日新聞』昭和４７年５月３１日〔５〕 

・『朝日新聞』大阪平成８年７月１１日〔６〕 

・『朝日新聞』大阪平成９年１２月２１日〔７〕 

・『中国新聞』平成１０年１０月１６日〔８〕 

・『中国新聞』平成１１年３月２７日〔９〕 

・『中国新聞』平成１１年１０月２４日〔１０〕 

・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」資料３の２〔１１〕

・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」資料１の２〔１２〕

・「化学兵器ノ処理ニ関スル意見案」昭和２０年１１月６日（「瓦

斯ニ関スル綴」所収）〔１３〕 

・「化学兵器応答集（其ノ三）」昭和２０年１０月１日〔１４〕 

・民間会社社史〔１５〕 

・Target No.CW 5031(Sone),Army Intelligence Document File

〔１６〕 

・Disposal Report Chemical Munitions :Operetion Lewisite,194

〔１７〕 

・Enemy CW and Smoke Intelligence Summary No.101〔１８〕 

・ Reports on Scientific Intelligence Survey in Japan

September & October 1945.  Vol. IV Chemical Warfare １

-NOV-45〔１９〕 

・化学室担当者ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の状

況(14.6)」〔２０〕 

・「『マ』司令部提出書類 造兵課関係」〔２１〕 

・『瓦斯に関する綴』〔２２〕 

・『朝日新聞』昭和４４年８月２７日〔２３〕 

・『生物化学兵器』〔２４〕 

・『毒ガス戦関係資料Ⅱ』〔２５〕 

・「東京第二陸軍造兵廠忠海製造所ニ於ケル化学戦資材ノ状況」昭

和２１年５月２日（作成主体は不明）〔２６〕 

・「化学兵器ノ補給等ニ関スル件」〔２７〕 

・「終戦時各補給廠ノ化学戦弾薬ノ状況」〔２８〕 

・タイトル・作成主体・作成年月日不明の大久野島の処理に関す

る資料（不鮮明なタイプ印刷）〔２９〕 

・証言記録〔３０〕 
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・「不発弾の処理等に関する事務の手引」昭和４９年１２月〔３１〕

・「終戦時における旧軍の毒ガス弾等の廃棄状況」〔３２〕 

・証言記録〔３３〕 

・証言記録〔３４〕 

・『毎日新聞』昭和４４年８月２６日〔３５〕 

・『中国新聞』平成９年１０月１４日〔３６〕 

・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』フォローアップ調査について（回

答）」平成１５年９月３日〔３７〕 

・『朝日新聞』大阪昭和４７年５月２１日〔３８〕 

・「旧軍の毒ガス弾等の調査状況」（作成年月日不明）〔３９〕 

・「戦後における旧軍毒ガス弾等の発見､被害および処理状況につ

いて」昭和４７年７月２０日〔４０〕 

・「旧軍毒ガス弾等の調査について（回答）」昭和４７年７月１１

日〔４１〕 

・「厚生省現地調査依頼」昭和４５年１月７日〔４２〕 

・「厚生省処理実施依頼」昭和４５年２月２８日〔４３〕 

・「広島県観光課情報収集調査」昭和４４年〔４４〕 

・「陸上自衛隊中部方面総監報告書」昭和３７年〔４５〕 

・「大久野島にて発見された物件の調査結果」昭和４４年〔４６〕

・「大久野島土壌処理対策一件」〔４７〕 

・「旧軍毒ガス弾等の問題について」昭和４７年６月１３日〔４８〕

・「大久野島で発掘された缶等の毒ガス検査の結果」昭和４７年 

１２月２２日〔４９〕 

・「大久野島における旧軍物件発見について」平成９年〔５０〕 

・「フォローアップ調査における県民からの証言聴取」平成１５年

〔５１〕 

・「大久野島毒物製造施設処理の記録」〔５２〕 

・「衆議院内閣委員会議事録」〔５３〕 

・「大久野島周辺海域に投棄された毒瓦斯等の処置について（請

願）」昭和４６年２月２４日〔５４〕 

・「毒ガス島の歴史」〔５５〕 

・「秘録大久野島の記」〔５６〕 

・「大久野島土壌等調査の結果について（お知らせ）」平成８年７

月１２日〔５７〕 

・「大久野島土壌当汚染処理対策（中間報告）について（お知らせ）」

平成９年１２月２０日〔５８〕 

・「大久野島土壌等処理対策について」平成１１年１１月〔５９〕

・「大久野島の大赤筒（９本）の無害化処理について」平成１２年

１２月１日〔６０〕 
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資料内容概要 

 

大久野島で東京第二陸軍造兵廠忠海兵器製造所が毒ガス弾等の

製造を行なっていたが、終戦とともにその製造を終了した。終戦

直後、大久野島の毒ガス弾等と毒ガス弾等製造施設は以下の方法

で廃棄及び遺棄されている。 

① 終戦前、毒ガス製造過程で化学物質が排水等により海に放流

された。 

② 占領軍の指揮の下で、毒ガス弾等が土佐沖に海洋投棄され

た。 

③ 占領軍の指揮の下で、毒ガス弾等が島内で焼却及び埋設処理

された。 

④ 占領軍の指揮の下で、毒ガス製造施設が焼却、解体後、大久

野島周辺海域に海洋投棄された。 

また、昭和２６年以降、大久野島内及び大久野島周辺海域では

毒ガス弾等の発見及び被災が報告されている。なお現在は、環境

省の管理の下、国民休暇村として一般に開放されている。 

 

○生産・保有情報 

（１）生産について 

・忠海製造所における昭和１２年～１８年（最盛期）の月生産

量はイペリット２００～４５０ｔ、ルイサイト５０ｔ、ジフ

ェニルシアンアルシン５０～８０ｔ、青酸約５０ｔ、塩化ア

セトフェン約２５ｔとされている〔２４〕。 

・昭和６年度以降の総生産量（資料が少ないため、推定を含む）

は、きい一号甲９１５ｔ、きい一号乙９２１ｔ、きい一号丙

９６９ｔ、きい二号１，２６８ｔ、あか一号１，７５７ｔ、

みどり一号２８ｔ、ちゃ一号２４８ｔとされていた〔２５〕。

（２）保有について 

・「戦時中、養成者技術所の地下にあか筒らしきものを貯蔵して

いたと聞いた」と記載されている〔５１〕。 

・昭和４年～昭和２０年８月１５日に、イペリット１，４５１

ｔ、ルイサイト８２４ｔ、くしゃみガス９５８ｔ、催涙ガス

７ｔが保有されていた〔１５〕。 

・昭和２０年８月、忠海製造所にイペリット、ルイサイト計２，

２７８．０ｔ、ジフェニルシアンアルシン９５８．１ｔ、青

酸１３．２ｔが保有されていた〔１２〕。 

・昭和２０年１１月６日に、きい一号甲約５３６ｔ、きい一号

乙約３５５ｔ、きい一号丙約５６０ｔ、きい二号（ルイサイ

ト）約８２４ｔ、あか一号約９５８ｔ、みどり一号約７ｔ、

ちゃ一号約１３ｔが保有されていた〔１３〕。 

・昭和２０年１１月３０日に、催涙筒類２８２，９０３個、あ

か筒類５８５，１８８個が保有されていた〔２２〕。 

・昭和２１年１月１５日にきい一号甲５３６，４００ｋｇ、き

い一号乙３５５，０００ｋｇきい一号丙５６０，０００ｋｇ、
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きい二号８２７，２００ｋｇ、あか一号９５８，１００ｋｇ、

みどり一号７，０００ｋｇ、ちゃ一号１３，２００ｋｇが保

有されていた〔２１〕〔２２〕。 

・昭和２１年５月２日に、忠海製造所では、きい一号甲５３６．

４ｔ、きい一号乙３５５．０ｔきい一号丙５６０．０ｔ、き

い二号８２７．２ｔ、あか一号９５８．１ｔ（大久野島に４

０３．３ｔ、大三島に５５４．８ｔ）、みどり一号７．０ｔ、

ちゃ一号１３．２ｔが保有されており、ちゃ１号の１３．２

ｔについては、この時点（昭和２１年５月２日）では県に転

用済みで大久野島にはないとしていた（県は殺虫剤として使

用）〔２６〕。 

・終戦時、忠海兵器製造所にはイペリット１，６８０ｔ、ルイ

サイト８２７ｔ、ジフェニルシアンアルシン１，０３５ｔ、

液体青酸１５ｔ、塩化アセトフェノン７ｔが保有されていた

〔１８〕。 

・忠海兵器製造所には、イペリット９１３ｔ、ルイサイト３１

４ｔ、ジフェニルシアンアルシン１，０００ｔ、液体青酸２

０ｔ、塩化アセトフェノン７ｔが保有されていた〔１９〕。 

・終戦時の残存化学剤は、あか１号１，０００ｔ・きい１号９

１３ｔ・きい２号３１４ｔ・ちゃ１号２０ｔ・みどり１号７

ｔ（計２２５４ｔ）で、ガス弾は、八本松と山口県大嶺にガ

ス弾９０，１３２発（うち、７割がきい弾、３割があか弾）

存在することを述べていた〔１４〕〔１６〕。 

・終戦時、忠海製造所にはイペリット約１，４５１ｔ、ルイサ

イト約８２４ｔ、中毒剤（青酸）１３ｔ、くしゃみ剤９５８

ｔ、特殊発煙筒１，０５２本が保有されていた〔２７〕。 

・終戦時には、イペリット約１５００ｔ、ルイサイト８２４ｔ、

その他青酸などを合計して３，０００～５，０００ｔが保有

されていた〔２４〕。 

・終戦時、広島陸軍兵器補給廠忠海分廠には九九式大あか筒 

１１，２５８個、九八式中あか筒２７１個、九八式小あか筒

４４，６５９個、百式発射あか筒３９８，８６９個、百式中

あか筒６５，６０４個、百式小あか筒２９，００３個、一式

大あか筒３３，１６６個、九八式中あか筒４３０個、９３式

特殊発煙筒１，００２本が保有されていた〔２８〕。 

・切串及びコヒノウラからマスタード弾８，０００発を船で、

川上からマスタード弾７，５００発を列車及び船で大久野島

へ運んだことを、昭和２１年７月１日に報告している〔１７〕。

 

○廃棄・遺棄情報 

①終戦前、毒ガス製造過程で化学物質が排水等により海に放流

された事案 

・「戦時中、大久野島で毒ガスを製造する過程において、ヒ素
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化合物を含んだ排出水を下水路を通じて海へ排出した」と

記載されている〔５１〕。 

②進駐軍の指揮の下で、毒ガス弾等が土佐沖に海洋投棄された

事案 

・米軍の指示により、大久野島に集積した毒物を、ＬＳＴ８

１４に積載し、廃棄場所に運搬して、昭和２２年８月１２

日に土佐沖で自沈させて廃棄。再び、毒物をＬＳＴ１２８

に積載し廃棄場所に運搬して、同年８月２６日に土佐沖で

自沈させて廃棄。さらに貨物船に毒物を積載し、同年１０

月９日に廃棄場所へ到着するが、投棄に２０日間を費やし、

帰還した。海洋投棄した毒物は、毒液１，８４５ｔ、毒液

缶９３０ｔ（７，４４７缶）、クシャミ剤９９０ｔ（９，９

０１缶）、催涙剤７ｔ（１３１缶）、６０キロガス弾１３，

２７２個、１０キロガス弾３，０３６個としている〔１５〕

〔３３〕〔３９〕〔４０〕〔４１〕〔５５〕〔５６〕。 

③占領軍の指揮の下で、毒ガス弾等が島内で焼却及び埋設処理

された事案 

・昭和２１年５月２７日～昭和２１年１１月２０日に、占領

軍の指示により大久野島でイペリット４０ｔ、ルイサイト

１９ｔ、青酸ガス１０ｔが化学処理及び焼却処理された〔３

２〕〔３９〕。 

・昭和２１年５月～同年９月１８日に、占領軍の指示により、

クシャミ剤 大６５，９３３個、中１２３，９９０個、小

４４，６５０個を防空壕内に入れ，出入り口をコンクリー

トで密封後，海水及びさらし粉を注入して埋没処理された

〔１５〕〔２９〕〔３２〕〔３９〕〔４０〕〔４１〕〔５５〕

〔５６〕。 

・昭和２１年９月２５日～昭和２１年１１月、大久野島島内

で占領軍の指示により、貯槽底部に残されていたＢＣＤタ

ンク毒物５６ｔ、催涙棒２，８２０箱、催涙筒１，９８０

箱を焼却炉に入れて焼却された〔１５〕〔５５〕。 

・昭和２１年９月～昭和２２年５月に、イペリット・ルイサ

イト５６ｔ、その他毒ガス汚染物を大久野島で焼却、ジフ

ェニルシアンアルシン１，３９０ｔを大久野島に埋設した

〔３０〕。 

④占領軍の指揮の下で、毒ガス製造施設が焼却、解体後、大久

野島周辺海域に海洋投棄された事案 

・昭和２１年１１月から昭和２２年５月に、占領軍の指示に

より、毒ガス製造施設に残された毒物・原料等を除毒処理

した後，火炎放射器により焼却除毒し、その後各装置設備

を解体して、発生したスクラップを水深１５ｍ以上の海中

に投棄された〔１５〕〔５２〕〔５５〕。 

上記投棄場所について、広島県資料の忠海製造所の元陸
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軍技手によると、大久野島南西端を基点とした北西から南

西に向かう約４，０００ｍの海域と証言している〔４１〕。

 

○発見・被災・掃海等処理情報 

・昭和２１年７月２９日、廃棄作業のため、毒物を積み込んで

いたＬＳＴ８１４が台風で座礁し、薬剤が洩れ、約 90 名が被

災。1名が後に死亡した〔１５〕〔３４〕。 

・昭和２６年４月に、大久野島の周辺でタコを捕まえていたと

ころ、海底にあったとみられる毒物により被災した。診断の

結果、イペリットに被災したものとみられる〔５１〕〔５４〕。

・昭和３０年７月に、大久野島の池に沈められた防毒衣などを

引揚中の作業員２名が毒ガス障害を起こし、うち１人は後遺

症で翌年１月に死亡〔１〕 

・昭和３０年頃、約３０坪を１ｍくらい掘ったところ，臭気の

ある黄土が発見された。米軍の指揮のもと、トラック７～８

台分の土砂をコンクリート槽へ埋設した〔３２〕〔４４〕。 

・昭和３６年６月１３日～昭和３６年６月１５日、大久野島が

国民休暇村に指定されるに当たり、広島県が自衛隊に島内の

残留毒ガス調査を依頼した。調査の結果、防空壕内からあか

筒（クシャミ剤）２．５ｔ車５～６台分（推定）が発見され

た〔４５〕。 

・昭和３６年、国民休暇村建設時に工事の請負業者が土中のコ

ンクリート塊を爆破したところ，イペリットの黄色い煙が広

がり、作業員が被災した〔１〕。 

・昭和３６年６月１３日～１６日、自衛隊が除染見積を実施し

たと記載されている〔２０〕。 

・昭和４４年８月２６日、大久野島防空壕内で、４本の筒（あ

か筒３本発射筒１本）が発見されたため、広島県が衛生研究

所に持ち帰り、その成分を分析・処理した。厚生省は、昭和

４４年８月２８日、２９日に島内の調査を実施したが、新し

い毒ガスは発見されなかった〔２〕〔１１〕〔２３〕〔３２〕

〔３５〕〔４６〕〔５３〕。 

・昭和４５年１月１３日～昭和４５年１月１５日、厚生省及び

防衛庁が，大久野島の防空壕内の調査を実施し、あか筒大２

２本，中約６００本を発見したため昭和４５年３月５日から

３月下旬までの間に防空壕の封鎖により処理した〔３〕〔１

１〕〔３２〕〔３９〕〔４２〕〔４３〕。 

  上記について、１３師団が厚生省の処分に協力したと記載

されている〔２０〕。 

・昭和４５年３月３日～５日、自衛隊が厚生省の調査に協力し

たと記載されている〔２０〕。 

・昭和４７年４月１８日、大久野島北部東側海岸（大久野島海

水浴場）海水浴場の護岸工事のため，ブルドーザーで床掘中
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に、作業員がドラム缶及びコンクリート槽を発見した。その

際ドラム缶から黒茶色の液体が流出し、作業員の一部（６～

７人）がかゆみ、かぶれ等の症状を訴えた。同年５月３０～

３１日、環境庁の調査により護岸下部を発掘し、ドラム缶等

の毒ガス検知を行ったが、毒ガス成分は検知されなかった

〔４〕〔５〕〔１１〕〔３１〕〔３８〕〔３９〕〔４８〕〔４９〕。

・昭和４７年５月３０日～３１日、イペリット容器２個につい

て、環境庁の調査に協力したと記載されている〔２０〕。 

・平成８年７月１１日、大久野島の土壌や地下水から最大で基

準値の４７０倍の砒素を検出された。後の調査で、基準の２

２００倍の砒素を検出した地点を確認し、平成１０年１０月

から汚染土壌の撤去が開始された〔６〕〔７〕〔８〕。 

・平成９年２月、市民が北部海岸であか筒らしき物件１個を発

見した。平成９年４月２２日及び平成９年５月６日、環境庁，

県，市が北部海岸を詳細に調査し、あか筒の残骸らしき物件

３４個が発見された〔５０〕。 

・平成９年９月下旬、地元の市民により金属製の筒１本が発見

された〔３６〕。 

・平成１１年３月２３日、環境庁が島内整備のため防空壕に蓋

をする工事を進めていた際、壕の入口を削ったところ、壕内

から大あか筒９本が発見された〔９〕〔６０〕。 

平成１２年１２月に化学兵器禁止条約に基づき、無害化処理

を実施し、年度内に終了した〔３７〕〔６０〕。 

・平成１１年８月、竹原市民により筒状の物体３本（中あか筒）

が発見された。同年１０月２３日、大学教授による分析の結

果「９７式中あか筒」と判明された〔１０〕。 

 

なお、広島県からの要請を受け、環境庁が平成７年３月から

平成８年５月にかけて、島内の土壌及び水質調査を実施した

結果、環境基準を超える砒素が検出された。平成８年度に、

「大久野島土壌等汚染対策検討会」を設置し、調査結果をも

とに分析、検討を行なった。平成９年１２月、検討会中間報

告をとりまとめ、平成９年度補正予算に対策経費を計上した。

平成１０年度から対策工事を実施し、平成１１年１１月工事

を完了した〔４７〕〔５７〕〔５８〕〔５９〕。 
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事案名 江田島町の事案 （広島県３４－３） 

分類 ○ 生産・保有 

○ 廃棄・遺棄 

○ 現在の状況 

資料 ・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」〔１〕 

・「浜名湖に投棄された軍用ガスの処分に関する報告」昭和２４年

１２月２８日〔２〕 

・「第十一海軍航空廠引渡目録」３/４〔３〕 

・Intelligence Report on Japanese Chemical Warfare Volume Ⅳ

〔４〕 

・Disposal Report Chemical Munitions :Operetion Lewisite,194

〔５〕 
・「民間会社社史」〔６〕 

・「昭和４８年の『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ

調査に係る追加調査について（回答）」平成１５年９月２９日

〔７〕 

資料内容概要 

 

広島県江田島町では、終戦時に第１１海軍航空廠がイペリット

爆弾、イペリット型薬缶を保有していたとされる記載がある。ま

た、マスタード弾を切串及びコヒノウラから大久野島へ船で運搬

したとされる記述がある。さらに、１９４６年２月にはイペリッ

ト型薬缶が海洋投棄されたとする記述がある。 

 

○生産・保有情報 

・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」資料１の２によれ

ば、終戦時に、海軍航空廠切串工場には、イペリット１９２

８ｔが保有されていた〔１〕。 

・終戦時に、第 11 海軍航空廠切串工場にはイペリット型薬缶１

１,３４４個、内容量計１９２,８４８kg が保有されていた

〔２〕。 

・終戦後に、第 11 海軍航空廠には６番１号爆弾（イペリット

４,８１０個が保有されていた〔３〕。 

・米軍調査による貯蔵量として、第１１海軍航空廠（八本松・

切串・川上）には６０ｋｇイペリット爆弾５,６８０発保有と

の記載がある〔４〕。 

・切串及びコヒノウラ（安浦町）から大久野島へマスタード弾

８,０００発を船で運搬した〔５〕。 
 
○廃棄・遺棄情報 

・１９４６年８月頃までの間に、米軍の監督指揮により、イペ

リット型薬缶１１,３４４個、内容量計１９２,８４８kg が海
洋投棄された〔２〕。なお、「占領軍が進める毒物処理のはじ

めに、忠海兵器補給廠、大三島、阿波島、米光、切串、内海
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などに散在する全ての毒物を大久野島に集積した」と記載さ

れている〔６〕。 
 
○現在の状況 
・旧海軍航空廠切串工場は、現在、その大部分が防衛庁所管の

国有地であり、一部町営住宅・道路となっている〔７〕。 
・上水道給水区域であり町営住宅は上水道利用している。 
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事案名 阿波島（竹原市）の事案 （広島県３４－４） 

分類 ○ 生産・保有 

○ 廃棄・遺棄 

○ 現在の状況 

資料 ・Intelligence Report on Japanese Chemical Warfare Volume Ⅳ

〔１〕 

・「化学戦弾薬及器材調査表」（作成主体、作成年月日は不明） 

〔２〕 

・「阿波島における旧軍毒ガスの埋没処理に係る調査結果」昭和５

１年〔３〕 

・民間会社史〔４〕 

・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査について

平成１５年１０月２７日〔５〕 

資料内容概要  戦時中、広島県竹原市の阿波島に、広島陸軍兵器補給廠忠海分

廠阿波島出張所が設置され、東京第２陸軍造兵廠忠海製作所（現

大久野島）で製造した毒ガス兵器のうち、通称「ちび」（シアン化

水素）と「赤」（ジフェニルシアンアルシン）の２種類を保管して

いた。上記２種類の毒ガスは広島陸軍兵器補給廠忠海分廠へ送っ

ていたが、その一部を阿波島へ分散保管していたものである。 

 

○生産・保有情報 

・終戦時に、広島陸軍兵器補給廠忠海分廠（阿波島）には、各

種あか筒８９,５０４本が保有されていた〔１〕。 

・忠海分廠（阿波島）には、９９式大あか筒１１，２５８本・

１式大あか筒３３，１６６本・９８式小あか筒４４，６５０

本・９８式中あか筒４３０本が保有されていた〔２〕。 

 

○廃棄・遺棄情報 

・元工員の証言として、占領軍が進駐する前までに「ちび弾」

を処理するよう広島陸軍兵器補給廠忠海分廠から指示があ

り､昭和２０年８月か１０月に阿波島西海岸の砂浜でガソリ

ンをかけて｢ちび弾｣を焼却したと記載されている〔３〕。 

・元工員の証言として、昭和２０年９月または１０月に、阿波

島の退避壕（たこつぼ）数ヵ所に、あか筒４本入りの木製の

枠箱５０～６０箱を埋設したと記載されている〔３〕。 

・元関係者の証言として、昭和２１年１月または２月に、米軍

人２人と巡査１名の立会いの下、阿波島東海岸の沖合いで干

潮時に５ヶ所穴を掘り、そこにそれぞれ「あか筒」約２０個

を埋設したと記載されている〔３〕。 

・占領軍が進める毒物処理のはじめに、忠海兵器補給廠、大三

島、阿波島、米光、切串、内海などに散在する全ての毒物を

大久野島に集積した〔４〕。 
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・阿波島へ毒ガス弾等を埋設したとの元工員３名の証言を受け

て､広島県が現地調査を行い試掘等を実施したが、毒ガス弾等

は全く発見されず、正確な埋没箇所の確認に至らなかった

〔３〕。 

 

○現在の状況 

・現在、阿波島は無人島で、井戸の利用はない。土地は、個人

所有地で島への出入りは船による。定期船はなし。 

また、戦後、農地利用はあったが、以後、農地利用は休止さ

れた〔５〕。 
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事案名 東広島市の事案 （広島県３４－５） 

分類 ○生産・保有 

○現在の状況 

資料 ・「瓦斯ニ関スル綴」（日付なし）〔１〕 

・「化学兵器ノ製造ニ関スル事項」（作成主体、作成年月日は不明

〔２〕 

・「化学兵器ノ補給等ニ関スル事項」（作成主体、作成年月日は不

明）〔３〕 

・Intelligence Report on Japanese Chemical Warfare Volume Ⅳ

〔４〕 

・「終戦時各補給廠ノ化学戦弾薬ノ状況」（作成主体、作成年月日

は不明）〔５〕 

・｢化学戦弾薬及器材調査表｣（作成主体、作成年月日は不明） 

〔６〕 

・２３．ＣＧ Sixth Army Japanese Toxic Ammunitions in Omin

／Okunoshima２-DEC-４５/１５-NOV-４５〔７〕 

・「民間会社社史」〔８〕 
・Disposal Report Chemical Munitions :Operetion Lewisite,194

 〔９〕 

・「旧軍毒ガス弾等の全国調査」のフォローアップ調査について〔１

０〕 

資料内容概要 

 

広島県東広島市八本松には、毒ガス弾等の保有地点として､広島

陸軍兵器補給廠（八本松分廠）と第１１海軍航空廠があり、終戦

時、毒ガス弾等が保有されていた。 

 

○生産・保有情報 

・広島県八本松には、１００ｍｍあか弾１，１９８発と１００

ｍｍきい弾１，７９６発が保有されていた〔１〕。 

・広島県八本松には、９１式１０榴用瓦斯弾２,２１４発が保有

されていた〔２〕〔３〕。 

・終戦時に、広島県八本松には、各種きい弾１,７９６発、各種

きい弾１,１９８個が保有されていた。第１１海軍航空廠（八

本松・切串・川上）には、６０ｋｇイペリット爆弾１１,３４

４発が保有されていた〔４〕。 

・終戦時に、広島陸軍兵器補給廠八本松分廠９１式１０榴あ弾

１,１９８発、９１式１０榴い弾１,７９６発が保有されてい

た〔５〕〔６〕。 

・終戦時、八本松には、６０kgイペリット爆弾６３８発が残存
されていた〔７〕。なお、「占領軍が進める毒物処理のはじめ

に、忠海兵器補給廠、大三島、阿波島、米光、切串、内海な

どに散在する全ての毒物を大久野島に集積した」と記載され

ている〔８〕。また、切串及びコヒノウラ（安浦町）からマス
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タード弾８，０００発を船で、川上からマスタード弾７，５

００発を列車及び船で大久野島へ運んだことを、昭和２１年

７月１日に報告している〔９〕。 
 
○現在の状況 
・加茂郡川上村は、現在の東広島市八本松町の一部である。ま

た、現在、川上地区には、米軍の弾薬庫施設が存在する〔１

０〕。 
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事案名 第１１海軍航空廠（呉）の事案 （広島県３４－６） 

分類 ○生産・保有 

○現在の状況 

資料 ・「化学戦資材ノ件回答」昭和２１年３月９日〔１〕 

・「毒瓦斯及其ノ充塡兵器処理ニ関スル件」昭和２０年９月〔２

・「日本海軍ニ於ケル化兵戦関係概況」〔３〕 

・『相模海軍工廠』１９８４年〔４〕 

・Intelligence Report on Japanese Chemical Warfare Volume Ⅳ

〔５〕 

・「各航空廠引渡目録」２／２〔６〕 

・「化学兵器調査ノ件報告」昭和２０年１１月５日〔７〕 

・「旧軍毒ガス弾等の全国調査」のフォローアップ調査について

〔８〕 

資料内容概要 

 

第１１海軍航空廠（呉）では、昭和２０年に、ガス爆弾および

イペリット爆弾を保有したとの記載がある。 

 

○生産・保有情報 

・昭和２０年９月２日現在、第１１海軍航空廠（呉）は６０ｋ

ｇガス爆弾１１，３４１発を保有していた〔１〕。 

・昭和２０年９月９日現在、呉にはイペリット爆弾約１５，０

００発が存在していた〔２〕〔３〕〔４〕。 

・終戦後に、第１１海軍航空廠（呉）は６０ｋｇイペリット爆

弾（六番一号爆弾）１１，３４４発を保有していた〔５〕〔６

〔７〕。 

 

○現在の状況 

 ・呉市史によれば、第１１海軍航空廠であった土地は、一部は

主に工業用地として利用、その一部に商業用地、鉄道用地、

公共用地、米軍の弾薬庫、海上保安部宿舎がある。住居は海

上保安部宿舎のみ確認される。当該範囲は上水道給水区域で

ある〔８〕。 
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事案名 安浦町の事案 （広島県３４－７） 
分類 ○生産・保有 

○現在の状況 
○その他 

資料 ・「第十一海軍航空廠引渡目録３／４」〔１〕 
・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査について

平成１５年１０月２７日〔２〕 
・「民間会社社史」〔３〕 
・Disposal Report Chemical Munitions :Operetion Lewisite,194

 〔４〕 
資料内容概要 
 

終戦時、第１１海軍航空廠（内海補給工場）は、６番１号爆弾

を保有していた。 
 
○生産・保有情報 
・終戦時に､第１１海軍航空廠（内海補給工場）は６番１号爆弾

６，６５５発を保有していた〔１〕。 
・「小日之浦地区にあった第１１海軍航空廠の弾薬庫へ、毒ガス

弾等を搬入していたようだ。」との証言が町史に記載されてい

る〔２〕。なお、「占領軍が進める毒物処理のはじめに、忠海

兵器補給廠、大三島、阿波島、米光、切串、内海などに散在

する全ての毒物を大久野島に集積した」と記載されている

〔３〕。また、切串及びコヒノウラ（安浦町）からマスタード

弾８，０００発を船で、川上からマスタード弾７，５００発

を列車及び船で大久野島へ運んだことを、昭和２１年７月１

日に報告している〔４〕。 
 
○現在の状況 
・小日之浦地区 
複合レジャー施設として利用している。住居はなし、飲料水

は上水道を利用している〔２〕。 
 

 
○その他情報 
・小日之浦地区 
桟橋から小日之浦地区にあった弾薬庫へ毒ガス弾等を搬入し

たとの証言が、町史に記載されている〔２〕。 
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事案名 宮島沖の事案 （広島県３４－８） 

分類 ○廃棄・遺棄 

資料 
・「宮島沖毒物投棄疑惑事案について」平成８年１月２９日〔１

・「宮島沖毒物投棄問題一件」（平成７年）〔２〕 

資料内容概要 終戦時、広島県宮島包が浦にあった防空壕内に毒物が混入し

いるドラム缶等が存在し､これを宮島沖に投棄する作業に従事

たとの証言があった。 

 

○廃棄・遺棄情報 

・当時の占領軍のランチの助手の証言として、「昭和２１年か

２年の夏に、包が浦の海岸のすぐ近くの横穴から、普通の

ラム缶をひとまわり小さくしたドラム缶４０～５０本を舟

に運び込み､宮島沖で投棄した。投棄に関わったのはこの１

だけで、缶の色は濃紺か灰色でかなり重かった」と記載さ

ている〔１〕〔２〕。 
・当時学徒動員で軍関係の作業に従事の証言として、「包が浦

警戒が厳重な防空壕の中に、大型ドラム缶（高さ約１．２ｍ

が６０本程度､中型ドラム缶（高さ約８０ｃｍ）が３０本程度

小型ドラム缶（高さ約３０ｃｍ）が５０本程度保管されて

り、中身は全て毒物が混入していた。防毒マスクも５０人

程度保管されていた。中型ドラム缶の中身は全て固形物で

警護の軍人から蓋を開けて『そのいくつかは自決用のシア

化合物である』と見せてもらった。中型ドラム缶には『毒

と書かれ､１缶に３色程度の帯状テープが塗装されており、

の開口部に中身の目印と思われる色（赤・緑・青）が塗ら

ていた。小型ドラム缶には、当時の化学表示とは異なる色

けの帯状テープが塗装されていた。缶は昭和２０年１０月

ではそのままあったが、その後大部分は海洋投棄されたら

い。友人から聞いた話では、缶の一部は日本軍が白石灯台

の海域に投棄した模様で、昭和２２年の春頃には占領軍の

揮のもとに白石灯台南の海域に投棄したと聞いた。また、

れとは別の知人から､占領軍が海中投棄する前に旧日本軍

係者が中型のドラム缶５～６本を持ち去り､残りの大型ド

ム缶２０～３０本と大きい砂浜の丘に残っていた数１０本

ドラム缶を海洋投棄したと聞いている」と記載されてい

〔１〕〔２〕。 
・当時占領軍の上陸用舟艇の船員の証言として、「昭和２２年

夏頃に包が浦海岸でねずみ色のドラム缶を舟艇に積み込

だ。舟艇に乗り組んだメンバーは豪州軍の指揮者１名、証

者を含む乗組員４名と作業員２～３名だったと思う。ドラ

缶の中身が何であったかは知らない。缶は白石灯台の南の

水
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域に投棄した」と記載されている〔１〕〔２〕。 
・上記の海中投棄の証言が、大久野島由来の毒物の可能性があ

ったことから，平成７年１１月～平成８年３月１５日の間、

県が関係者に事情の聴取を実施した。その結果、数十本のド

ラム缶を宮島沖に運搬し投棄したことは確認されたが，内容

物の特定には至らなかった。また、漁業関係者による引き揚

げの情報もなかった〔１〕〔２〕。 
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事案名 安芸郡の事案 （広島県３４－９） 

分類 ○発見・被災・掃海等処理 
資料 ・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」資料３の２No.１７〔１

・化学室担当者ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の状況

(14.6)」〔２〕 
資料内容概要 

 

昭和３３年、広島県安芸郡でイペリット弾が発見され、自衛隊

によって海中投棄された。 

 

○発見・被災・掃海等処理情報 

・昭和３３年４月に、広島県安芸郡でイペリット弾２１発が発

見され、自衛隊が除染して海中投棄したと記載されている

〔１〕〔２〕。 
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事案名 竹原市の事案 （広島県３４－１０） 

分類 ○発見・被災・掃海等処理 
資料 ・「海中投棄規制条約発効後の自衛隊による化学兵器の処理状況に

ついて」〔１〕 

・化学室担当者ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の状

況(14.6)」〔２〕 
資料内容概要 

 

昭和５２年１０月、広島県竹原市忠海町で個人が保有していた

「ちび弾」と推定される空の容器を自衛隊が処理し、昭和５３年

２月に海洋投棄した。 

 

○発見・被災・掃海等処理情報 

・昭和５２年１０月１２日に、広島県竹原市忠海町で個人が保

有していた「ちび弾」と推定される空のガラス製容器を、自

衛隊が発弾処理に準じてコンクリート詰めにし、昭和５３年

２月に海洋投棄したと記載されている〔１〕〔２〕。 
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事案名 広島市の事案 （広島県３４－１１） 

分類 ○生産・保有 

○発見・被災・掃海等処理 
○現在の状況 

資料 ・『毒ガス島の歴史』平成４年〔１〕 
・「毒ガス兵器廃棄報告書」（米軍資料）〔２〕 
・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査について

（回答）」平成１５年１０月２０日〔３〕 

・新聞記事（出所不明）昭和４１年５月２０日〔４〕 

・『毎日新聞』昭和４３年７月１７日〔５〕 

・『中国新聞』昭和４３年７月１７日〔６〕 

・新聞記事（出所不明）昭和４４年９月６日〔７〕 

・『朝日新聞』昭和４６年１２月９日〔８〕 

・『中国新聞』昭和４８年２月２８日〔９〕 

・『読売新聞』昭和４８年３月１日〔１０〕 

・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査について

（回答）」平成１５年８月２５日〔１１〕 

・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」〔１２〕 
・「ジフェニルアルシン酸の撤去処理について」平成７年２月５日

〔１３〕 

・『中国新聞』平成７年２月６日〔１４〕 

・「出島地区ジフェニルアルシン酸処理対策事業について」平成７

年１１月１６日〔１５〕 
資料内容概要 広島県広島市内の空地に長年放置されていた大久野島由来の毒

ガス原料であるジフェニルアルシン酸が、広島県広島市出島町港

湾整備事業埋立地の地下のコンクリート槽に埋設処理された。そ

の後、埋設場所周辺の土壌から環境基準を超える汚染が確認され

たため、当該物質及び汚染土壌等が焼却処理された。 
また、広島県広島基町倉庫（陸軍供給倉庫）には、忠海製造所

から発泡剤（糜爛性ガス）が運ばれた。昭和２１年９月に、同倉

庫内のマスタードガスは除去された。 

 

○生産・保有情報 

（広島基町倉庫） 

・米軍がつかんでいた情報として､広島基町倉庫は陸軍供給倉庫

で、そこに「発泡剤」（糜爛性ガス）が２００㎏コンテナで忠

海製造所から運ばれたと記載されている〔１〕〔２〕。 

 

○発見・被災・掃海等処理情報 
（広島基町倉庫） 
・米軍資料から確認される情報として、昭和２１年９月９日に

基町倉庫の地下２フィートからマスタードガス２００㎏コン
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テナを除去した。コンテナが破損し、蒸気が漏れていたため

発見に繋がった。汚染の形跡は確認されなかったと記載され

ている〔２〕。 

（出島町） 
・昭和４１年５月に大久野島由来のジフェニルアルシン酸（ク

シャミ性毒ガス原料）が入ったドラム缶１，１２０缶（約１

２０ｔ）が広島市内の民間会社の空地に放置されていること

がわかった。しばらく野ざらしの状態で放置されていたが

〔４〕〔５〕〔６〕〔７〕〔８〕、所有者が昭和４７年に所有権を

放棄し、広島県が広島市出島町港湾整備事業埋立地にコンク

リート槽を建設してドラム缶を埋設した〔９〕〔１０〕〔１

１〕。また、資料によるとその量は１００ｔとされている〔１

２〕。 
・平成５年３月に、広島県港湾振興局が、埋設処理を行ったコ

ンクリート槽周辺の土壌を調査したところ、環境基準を超え

る値が検出され、その後埋没物の漏出が確認されたため、平

成７年から平成１０年にかけて広島県が埋設されていたジフ

ェニルアルシン酸及び周辺の汚染土壌等を撤去し、北九州市

の処理工場で焼却等により処理した〔１３〕〔１４〕〔１５〕。 
  

○現在の状況 

（出島町） 

・ドラム缶が放置されていた場所は、現在倉庫及び駐車場とし

て利用されている。また、ドラム缶が埋設された場所は汚染

土壌等を全て撤去した後、現在は道路となっている〔３〕。 
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